
子ど もの夢をそだて　みんなのための
し あ わせな ま ちを つく り まし よ う

母 子家 庭などの 高校生に

通学費の一 部を
助成し ます

最 近 の 物 価 の 高 騰 は、 運 賃 の 値上 げ な ど

に も波 及し 、高 校 生 の 通 学費 が家 計 を 圧 迫

す る よ うに な りまし た。 と りわ け 生 活苦 に

悩 む 母子 家 庭 や 生 活困 窮 家 庭 に 、 とっ て は

切実な問題となりました。
市 で は 、 経 済 の 谷間 で苦 し ん でい る こ の

よ う な母 子 世 帯 や生 活困 窮 家 庭 に つい て 、

経 済 的 な 自立 や 、子 弟 の 修学 を た す け る た

め に 、高 校に 通 学 する生 徒 の通 学 運 賃 の 一

部 （月 額 ４千 円 を 超 え る額 ） を 助 成 す る こ

と に な り まし た。 助成 を 希望 され る方 は 市
福祉事務所社会係へ、ご相談ください。

同 和地区住宅資金

貸 付の範囲が
ひろげられまし た

こ れ まで は 、 同 和 地区 の 住宅 改 修 につ い

て だ け１ ２ ０万 円 の 範 囲 で 資金 の 貸 付 が な

さ れて い ま し た が 、 こ の制 度 が 一 部改 正 さ
れ まし た。 こ の た び改 正 さ れ たの は 資 金 の

貸 付対 象 の範 囲 が 、 大 き く ひ ろげ ら れて 住

宅 改 修 は も とよ り、 自 宅 の新 築や 宅 地 の 取

得 につ い て も、 低 利 （ 年 ２ ％ ）で 資 金 の 貸

付 け を す る こ とに な りま し た。 貸 付 金 額 な

ど にづ い て は つ ぎの とお りで す。
詳し い こ と は 、 市 福祉 事務 所 社 会 係 へお

問 合 わ せ くだ さい。

○ 住 宅 改 修 資 金　　 ４万 円 ～ １ ２ ０万 円

○ 住宅 新 築 資 金 １ ２ ０万 円 ～ ３ ５ ０万 円

○ 宅 地 取 得 資 金　 ３ ０万 円 ～ ２ ０ ０万 円

敬老金がふえました
市 で は ，毎 年 「 敬 老 の 日 」に80 歳以 上の

お 年 寄 りに 敬 老 金 とし て4, 000 円 を 給 付し

て お り ま す が， こ とし か ら5, 000 円 に増 額

し て 支 給 す る こ とに な りま し た ，

長門市重 度心身障害者福祉年金

認定の範囲と年金額が
一部改正されました

こ の 年 金 は 、 心 身に 重 度 の 障 害 が あ る方

の 福 祉 が 、 少し で も向 土 す るよ う に と 、市

が 独 自 の政 策 とし て お こ なっ てい る もので

、 障 害 者 の お 世 話 を さ れて い る 保 護 者 に

支 給 す る もので す 。
こ の た びの改 正 でヽ 支 給 対 象 の 範 囲 を ひ

ろ げ る と と もに 年 金 額 も一 部 増 額 さ れまし

た。申請手続など詳しいことは、市福祉事

務 所 援 護 係 へお たず ねく だ さ い。

［▽ 対 象 者 ＜］

・ 障 害 の あ る 児童 （20 歳未 満）

つ ぎの い づ れ か に 該当 す る 者。

①身 体障 害 者手 帳 でい う 障 害 の 程度 が

】級 か ら　 ３級 まで の 者

② 精神 簿 弱 の程 度 が 、 中 度以 下 と判 定 さ

さ れ てい る者 。
・ 障害 のあ る者 （20 歳 以 土 ）

つ ぎの い づ れ かに 該 当 す る者 。

①身体障害者手帳でいう障害の程度が

1級の者。

②精神薄弱の程度が中度以下と判定され

てい

● 心身に重度の障害がある者（20才以上）
身体障害者手帳でいう障害の程度が１級

から３級までの人で，精神簿弱の重複障

害 が あ る者
く］年 金 額C▽

1，児童および障害者

（イ）在宅の場合　　　年額　48, 000円

（口）施設入所の場合　年額36, 000円
２ ，亜 複障 害 者

（イ）在宅の場合　　　年額　60, 000円

（口）施設入所の場合　年額　48, 000円

現 在 ， こ の 年金 を受 給 さ れ て い る 方は ， 年
金 証 非の 年 金額 を訂 正 し ま す ので ， ５月 末

口 ま で に ， 年 金 証 書 を持 参 の う え 手 続 き を

終 えて く だ さ い。

年金コーナー

こ ん な と き　 ど う な り ます か 。

〔 問 〕 わ たし は 、恩 給 を もらっ てい ま す。

先 日っ ご うで 再 就 職 し ま し た が 、 とし も

とっ てい る こ とで す か ら 、 そ ん なに 長い

期 間っ と め るっ も り もない の で す が、 厚

生 年 金 に 加 入し な い で す む方 法は あ り ま

せ ん か 。

〔 答1 あ な た は 、 厚 生 年 金に 加 入 し な け れ

ば な り ませ ん 、

厚 生 年 金 は 一 定 の 事 務 所 に 勤 め てい る

人 は 、必 ず 加 入 し な け れ ば な ら ない こ と

に 、 法 律 で き め ら れて い ま す。 ほ かの 年

金 制 度 か ら 年金 を うけ てい る か ら 、'加 入

し な い とい う こ と は 許 さ れ ませ ん 。

ま た 、国 民年 金 で は60 歳を す ぎる と 加

入 で き ま せ んが 、 厚 生 年 金 は 如才 に なっ

て も、 一 定 の 事 業 所に 勤 めて い る以 上 は

加 入 し な け れ ば な り､ま せ ん。 こ れは 、 恩

給 を う け て い る人 ば か り で な く、 厚 生 年

金 か ら 老 令 年 金 を うけ てい る人 の 場 合で

も同 じ で す。

と ころ で、 恩 給 を う け て い る 人 が 、ゐ
た た ぴぷ め る よ う な場 ａ は 、そ の 勤 め る

期問 は 比較 的 短 か い こ と が 予 想 さ れ ま す
ので、厚生年金の老令年金をうけるため

の15 年な り20 年の 厚 生 年 金加 入期 問 に な

る こ と は 、 まず あ り得 な い で しょ う。

こ のよ うに 思 給 を うけ て い る人 が 、厚

生年金の加入期間がある場合は、通算老
令年金という形でその期間分の年金がう

け ら れ る こ と に なっ てい ます か ら、 保 険

料 の か け 捨 て な ど はお こ り ま せ ん。

恩給 や年 金受 給者 の
厚生年金加入

昭和５０年度

１級２級 土木 工事 技術 者試 験
受 付 は　4 月７日～4 月21 日

受 験 資格　学 歴 に よ り一 定 の 実 務 経 験 年
数 を 有 す る者

試 験 日　　 １ 級 試 験　50 年 ７ 月27 日（ 日）

２級試験　50年３月10日（日）

○ 受 験 申 込 書 提 出 先

( 〒100) 東 京 都千 代田 区 永田 町1 ～11 ～35
全国町村会館内　令国建設研修センター－

○ 詳 し く は 市 建 設 課へ お 問 合 わ せ くだ さい

生 徒 募集 山口 高校

通 信教 育生徒 を募集
○ 入 学 資 格　中 学 卒 業 者 か 同 等 以 上 の 学力

が あ る と認 め ら れ る も の。 衛生 看 護 科志
願者は、文部大臣の指定を受けた准看護

婦養成施設に入所したもの

○ 募 集 人 員　普 通 科　　 ３ ０ ０ 名
衛 生 看 護 科 １ ０ ０ 名

○ 出 願 期日　 ４月15 日 ま で
○ 願 書 の 請求 は 、'山 口 市 糸 米1 - 9- 1

山 口 高 校通 信 制 課 程 へ
( 〒753 ・ Ｔ ＥＬ 山 口358511)

郵政省職員採用試験( 乙)
実施

○ 郵便Ｑの外務職員を対象とした採用試験

が つ ぎ の とお り実 施 さ れま す。

詳しくは郵便局窓口でおたずねください

１応募資格　50年4月１日現在、年令が

18才 ～35 才 未 満 の 男 子

２ 募 集 間間　50 年４ 月15 日 （ 火 ） ま で

３試験日　　50年 4月29日（火）　　　。
４試験地　　山口・下関・徳山

５合格発表　50年６月中旬


	page1

